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熊本県山鹿市北方一帯の滑石鉱床調査報告

清‘原清人菅

Talc　Deposits　at　N’ortkern　Part　of　YalmagゆCity，Kumamoto　Prefecture

By

Kiyoto　Kiyohara

　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　Talc　deposits　of　Himuki，H三rayalna，Hokkezi，’and　Arahira　are　distributed　at　the

northem　part　of　Yamag＆City，　Tke　rocks　in　this　area　consist　mainly　of　crystalline　schist

and　serpentine．

　　　Generally，the　deposits　occur　at　the　foot　wall　of　the　intrusive＄heet　of　serpentine，

for㎞ing　lenticular　bodies　or　veins．These　talc　ores　is　not　good　in　quality，except　that　of　the

Arahira　deposit，

1．緒　 言

熊本県の要請によって昭和30年7月2日から10日

までの9日間，山鹿市北方一帯に散在する滑石鉱床の調

査を実施した。調査期間中雨期に逢い，一実働5日，4鉱

床を踏査し得たにすぎず，他の数ヵ所の鉱床情報地は割

愛せぎるを得なかった。「

2．位置および交通

　鉱床は，熊本県北部の山鹿市および玉名郡一鹿本郡に’

わだって散在し，地理調査所発行の5万分の1地形図

「山鹿」中に含まれる。

　西方から仮りに，日向鉱床・平山鉱床・法花寺鉱床お

よび荒平鉱床と呼ぶ．日向鉱床は玉名郡緑村臼向にあっ、

て，一山鹿一南関閥の県道　（バス運行）沿いの笹原から

．日向に越す峠の切通し南方の山腹に賦存し，県道から

100m余の地点に露出している。

1平山鉱床は山鹿市平山部落の城山北麓にあって，バス

道からは500mあまり離れている。

　法花寺鉱床は，山鹿市法花寺部落北方200m附近の山

腹にあって，こ＼に至るには山鹿一久留米間の国道（バ

ス運行）沿いの今寺部落で下車するのが最も近いが，今

寺一一法花寺間の岩野川にかけられた橋は仮橋で雨期には

通行できない。
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荒平鉱床は，鹿本郡鹿北村（旧嶽閥村）荒平部落南方

700m余の荒平峠の西側にある。

　山鹿一嶽間にはバスが運行し，嶽間一葦平峠一来民間

は県道で，トラ》クの運行にはきしっかえない。

3．地　　形‘

平山一日向地域には標高100～150mの丘陵性山地が
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起伏し，平山鉱床のある城山は田圃のなかの小丘陵（標

高120m余）である。当地域の水系は湯山附近の山地を

横断して西方の十町川に流入する．

　法花寺一荒平地域には，急峻な山地がほポ南北に連な

って，その主峯には西嶽（64812血）「・震嶽ぐ416．3m）な，

どがある。法花寺・荒平両鉱床はこの山地を挾んで東西

両山麓附近にある。

　岩野川は嶽間附近から北西流し，この山脈の谷間をぬ

って横断し，大きく迂回して南流する。

4．地　　質

　当地域噌帯は，その大部分が結晶片岩で構成きれ，ζ．

れを貫搬いて蛇紋岩がある。これらの古期岩類を覆って，

山麓部に阿蘇熔岩および段丘礫層や沖積層がある。結晶、

片岩類には，、石英絹雲母片岩および石英石墨片岩が最も

・多く，ぞのほかに緑色片岩・砂箪片岩・石墨質千枚岩お

よび変成度のきわめて低い砂岩・粘板岩層などがあり，

ところによって輝緑凝灰岩や珪岩の薄層が挾有きれてい

る。

　蛇紋岩は，Er向一笹原間と法花寺北方の庄屋村入口附

近にや＼大きな岩体として露出しているほか，各所に岩

床状の小露出がみられる。平山地域の城山西麓には，段

丘礫層の下に僅かに露出する淡青庚色の細粒砂岩があ

る。この砂岩は結晶片岩中のものでないことは明らかで

あるが，その地質時代は明らかにし難い。阿蘇熔岩は山

麓部の道路脇などぞ崖を形成し，石材として利用きれて

いる。阿蘇熔岩の上位には，火山灰質の粘土層または段

丘礫層が乗っている。沖積層は平山附近や岩野川沿岸に

発達する。

5。鉱　　床

　鉱床は蛇紋岩に密接に伴なって産する。露頭や坑内で

4）観察砕よると，そゐ大部分に岩床状をなす蛇紋岩と下

盤側の結晶片岩との境界附近に胚胎している。・

　5．■“李山鉱床’

　平山蔀落の城山北西麓にある鉱床で，大宝滑石鉱山が

出願中である．露頭は山麓の水田面から10m余の高きのF’

位置に第1露頭1その上方に30mあまり隔てて第2露頭

がある。両者とも最近剥土きれ，鉱床の状況がよ、くみら

れる。
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熊本県申鹿市北方一帯の滑石鉱床調査報告・（清原清入）
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　　　　第3図平、山鉱床F第1露頭見取図
Sわ：serpentine　sch：quart郷aphiteschist、Q：quartzvein

T，T1＝talc貧鉱　　Mg3magnesite～vein

第1露頭では，下盤側に石英石墨片岩があって，上盤

側は赤褐色土状に風化しているが蛇紋宕と推定きれる。

鉱体は蛇紋岩および結晶片岩の境界附近匠レンズ状な』

いし芋状を呈して胚胎されている。灰白色～淡青灰色の

良質のものもあるが，一般に淡青緑色～暗緑色部の多い

もので良質とはい＼難い。
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第4図平山鉱床第1露頭見取図の断面

　鉱床の走向はN80～90。Wで南へ40。余り傾斜し，．鉱

体の規模は1～10tである。また鉱床の上縁部附近に白

色粘土（菱苦土鉱？）脈があって，そのなかに良質の滑

、

　　　　　　　　臨縫．砲

馨
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　　　　　　　　獅・汐

　　　　第5図　日向鉱床露頭見取図

石の小片を含有しており，下縁部附近には白色の石英脈

が数條みられる。

　第2露頭には淡緑色の芋状鉱体1個が剥土面に露出し

それに続いて白色粘土脈がある。上下盤とも石英絹雲母

片岩ないし石英石墨片岩で蛇紋岩体はみられない。
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熊本県山鹿市北方一帯の滑石鉱床調査報告　（清原清人）

　鉱床の走向は南北に近く，東に200余の傾斜を示し，

鉱石は淡緑色～暗緑色を呈し，蛇紋岩質の部分が残？て

いて質は悪い。

　5．2　日向鉱床

　露頭は山腹のや玉急な斜面にある。見取図に示すよう

に1上方では鉱床の上盤側に石英石墨片岩，下盤側に蛇

紋岩（竹葉石）があるが，下方では蛇紋岩の露出状況か

ら推察して，見取図左方下に鉱床が連続レて，上下岩関

係は逆になるものと考えられる。鉱体は白色粘土脈中に

小塊として賦存きれるもので，質は良好であるが，量の

点で問題にならない。

　5．3法花寺鉱床
　法花寺鉱床は，第1露頭から第4露頭までみられる。

第1露頭と第4露頭，第2露頭と第3露頭はそれぞれ同

一鉱床に属するものと推定きれる。本鉱床は，数10年以

前から知られており，第1・第3・第4露頭はかなり探

鉱きれた跡がみられる。

　第1露頭の鉱床は蛇紋岩を上盤とし，石英石墨片岩を

下盤として暦胎きれる厚さ40cm余の鉱脈で，その連続

性は良好のようである。露頭部では鉱体と上下盤の蛇紋

岩および結晶片岩との聞に，白色粘土脈（菱苦土鉱脈？）

があり，露頭部のや㌧深部では上盤側にも結晶片岩がみ

られる。
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　第8図　法花寺鉱床第1露頭見取図断面図

第2露頭は第1露頭の上方10m余を隔てたところに

あり，蛇紋岩中に網状に，または複雑に混じった小塊と

して胚胎される。

　第3露頭は坑内掘によって探鉱されたので露頭部は荒

され，一蛇紋岩中に点々とその跡をみるにすぎず，しかも

坑口が山の斜面に位置するので，崖崩れのために詳細を

知ることが困難である。上下盤とも蛇紋岩で，第2露頭

にみられる鉱床の延長と推定きれる。

　第4露頭にみられる鉱床は，蛇紋岩を上盤とし，石英

右墨片岩を下盤とする走向ほ買N－S，傾斜65。E内外を

示す幅＄Ocm余の脈状鉱体で，第1露頭の延長であろう

と考えられる。見取図（第9図）で鉱体の傾斜が第1露

頭（第7図）乏反対であるのは，互に向き合った位置に

あるためで’ある。
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　第9図　法花寺鉱床第4露頭見取図　・

　5．4荒平鉱床
　荒平鉱床は当地域の滑石鉱床としては最も注目、された

鉱床で，昭和29年に企業化きれ，坑道50m余が掘進き

れたが現在は休山している。坑口は荒平峠直上のものと

その北西方の谷から峠に向かって開口された2坑があっ

たとのことである。後者は崖崩れのため，その跡を推定

できる程度であるが，前者は現在も入坑可能である。’鉱．

床は蛇紋岩を上盤に，黒色千枚岩ないし粘板岩を下盤と

し，鉱体は白色粘土即（菱苦土鉱脈？）中に脈抹をなし

ている。鉱床はその走向N60～80。Wで，30。Sの傾斜

を示し15～20cmの幅をもっている。
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第10図　荒平鉱床附近地質図
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第1表滑石分析表 分析：化学課川野昌樹・山田貞子

’　＼

No

1
2
3
4
5
6

．Sio2
（％）

50．76

58，69

57．78

58．56

60．26

・6Q．50

Tio2
（％）

0．08

0．08

0．06

0．09

0．03

0．03

A1203
（％）

4．21

1．37

1．95

1．01

0．58

0．44

Fe203
（％）、

2。06

2．23

1．59

1．64

1，43

1．26

FeO
（％）

4．75

3．78

4．29

2．80

3．14

2．82．

MgO
（％）

CaO
（％）

24．73　　　8．55
－
2
8
。 42　　　0。17

28．61　　　0．12

28．48　　　2．42

28．97　　［0．14

29．05　　　0．66

K20
（％）

0．01

0．01

0．01

0．01

0．01

0．01

Na20
（％）

tr．

0．Ol

Q．01

0．01

0．05

0．03

ρr203
（％）

0．28

0．30

0．44

0．11

0．39

0．41

SO3
（％）

0．01

0。01

0．01

0．01

0．01

0．01

Ig．10SS
（％）

4．、42

4。71

4．96

4．65

4．84

4，44

TqtaI
（％）

No．1＝－法花寺鉱床産

No・4；平山第1露頭良質部

No．2＝平山第1露頭の一般酌な鉱石

　1No．5：日向鉱床産
No。3：平山第2露頭産

No・6＝荒平鉱床坑内産

99．86

99．78

99，83

99，79

99．85

99．66

0
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だ
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第11図荒平鉱床坑内図
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　第12図　荒平鉱床坑内断面図一

　　　Sp：serpenti＃e
　　　T：　talc
　　　革9：magnesiteンvein
　　　phy：phylli†e

6．鉱量および品費

　6ユ鉱量、

　当地域の滑右鉱床は，』いずれもその規模が小きいので

多量の鉱量を望むことはできない・かっ荒平鉱床を除い

ては，単に剥土によって露頭の一部がみられるにすぎず，

鉱体の形鮒ネ規則な芋状とみ幣れるので・鉱量雄

定することは困難である。荒平鉱床および鉱脈をなす法

・花寺鉱床にっいて，それらの鉱量を概算すると次のよう

である。．

　荒平鉱床：荒平峠の道路面を排水準として，、排水準以

上の鉱量は，◆

　0・18（m）×200（m）×3q（m）×2。7（比重）＝2916≒3，000t

法花寺鉱床：第4露頭南方の谷を排水準とし、て，排水準

．以上の鉱量は，

　0．35（m）×工00（m）×20（m）×2．7（比重）＝1890≒2，000t

　弓・2・品質

　荒平鉱床の鉱石を除いては一般に品質は良くない。平

山鉱床の鉱石には，灰白色～淡青灰色の良質鉱もめるが，

その大部分は淡緑色や帯褐色を呈し質は良くない。

　法花寺鉱床の鉱石ほや＼良質で，｝般に淡青灰色～淡

緑色を呈し，片状節理がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　荒平鉱床の鉱石は淡青色～淡灰色を帯び，均質半透明

で角様状を呈し，上記両鉱床産のものより著しく脆い。

当地域の鉱石としては最も優秀である。

　本調査で採取した試料についての分析結果を示すと第

1表のようである。

7。結　　論，

　当地域の滑石鉱床には上記4鉱床のほかにもなお数カ

所に情報地がある。本調査で踏査した4鉱床の規模は概

して小きく，鉱石も荒平鉱床を除いては良質でない。て

れらの鉱床がいずれも交通の便利な地にありながら現在

まで開発gみるべきものがなかつたのは，鉱量≧品質の』

点で企業化が困難視されたためであろう。

　しかし近年農薬製造の分野に滑石の需要が著しく高ま

り，しかも要求きれる品質はあまり高くないから，交通

の便利な当地域の滑石鉱床の開発は，や＼有利になった

ものと考えられる。

　　　　　　　　　　　』（昭和30年7丹調糞）
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